
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11 月に入り、コロナ感染が急に拡大し北海道においては第８波とも言われています。本校にお
いても学年・学級閉鎖も実施しましたし、どの学年・学級もいつ起こるか見通せない状況が続いて
います。換気や密を避ける等、できることを確実に行い感染防止に努めていきます。 

 さて、東聖小では 11月 21日～12月 2日の間、読書に親しみ、進んで読書しようする意識を高
めることを狙って読書週間を設定しています。そこで今回は，先日の全校朝会で「読書のよさ」に

ついて話したことを紹介したいと思います。 

 全校朝会では、次のような話をしました。 

 今日は校長先生が考える読書のよさについて、５つ話をします。 

 １つ目のよさは、読書をすると、集中力が身に付きます。本を読んでいるとき
には、読書に集中しているので、たくさん本を読む人は、集中力が身に付いて、
読書以外のことでも集中して取り組むことができるようになります。 

 ２つ目のよさは、読書をすると、言葉の数が増えます。言葉の数が増えると、
人に分かりやすく伝えたり、言葉からその様子が詳しく分かったりできます。 

 ３つ目のよさは、読書をすると、想像する力が付きます。テレビや漫画だと、登場人物の顔や周りの
様子が映像や絵で見えてしまいます。でも本は読みながら登場人物の顔や周りの様子を頭の中に思い浮
かべます。ですから想像する力が付いてきます。 

 ４つ目のよさは、読書をすると、相手の気持ちが分かるようになってきます。お話を読んでいると、
登場人物がしたことについて、どうしてそんなことをしたのか、そのことでこうなったらいいな等、い

ろいろなことを考えながら読むと思います。そのように考える力が付くことによって、相手の人もどん
な思いなのか考えることができるようになります。 

 ５つ目のよさは、読書をすると、脳が活性化されます。簡単に言うと頭の働きがよくなるということ
です。物事を覚える力、記憶力も高まるそうです。 

 さらに自分の体験を入れて次の話もしました。 

 なんて偉そうに話をしましたが、実は校長先生は子どもの頃、読書が好きではありませんでした。た
しか小学校 5･6 年生のころだと思うのですが、宿題のためにたまたま借りた本がおもしろくて進んで
読書をするようになりました。モーリス＝ルブランという人が書いたアルセーヌ＝ルパンの本でした。
シリーズ化されていて立て続けに借りて読んだ思い出があります。読書が苦手な人も、まだ自分に合う
本が見つからないだけかもしれません。ぜひ、いろいろな本を借りて読んでみてください。きっと自分
に合うおもしろい本がありますよ。 

 前号と重複することですが、子ども達の周りにはメディアがあふれています。ゲーム機器やスマ

ホ、タブレットなど、操作や視聴していると時間がいくらあっても足りません。そのような中、た
だ読書に向かえというのは難しいことと思います。が、動画とは違い本は自分のペースで読み進め
ることができたり読み返したりできるよさもあります。 

 読書の副次的効果についてずらずらと話しましたが、子ども達に最も伝えたかったことは、次の
ことです。 

 今日は読書のよさについて話しましたが、皆さんに読書を楽しんでほしいと言うのが校長先生の一番
の思いです。読んでおもしろかった、感動したなどと思える本をたくさん読んでくださいね。 

 来週から師走に入り，何かとせわしない時期となりますが、より多くの子ども達が読書に親しん
でほしいと思っています。 
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 前任の町費事務職員の方が退職されたため，11/21 より現在教員業務支援員

（スクールサポートスタッフ）をしている石山 千遥（いしやま ちはる）さんが

町費事務職員となり，新たな教員業務支援員として長谷川将司（はせがわ まさ

し）さんが勤務されることになりましたのでお知らせします。 

 

 先月の学校だよりでお伝えしましたが，11 月 4 日に「東神楽町教育研究大会」

が開催され，本校では，低学年部会（2年いちょう組），高学年部会（5年いちょう

組），特別支援部会（5年あじさい組）の3クラスの授業公開を行いました。 

 当日は，町内各校の教職員が東聖小学校に集合し，各部会に分かれ事前に撮影し

た授業動画を視聴し，研究協議を行う予定でしたが，新型コロナ感染拡大による学

級閉鎖等が発生した日と重なったため，急きょ各校から ZOOM による参加での開催へと切り替えました。

3年振りの集合型による町教研大会が開催できなくなったことは残念でしたが，突然，遠隔による研究会の

開催へと変更になっても，何とか対応できてしまうところに時代の変化を感じます。 

 さて，標題にありますように，今年度の校内研究授業のラストを飾るのが，中学年部会（3年しらかば組）

です。今回は，町教研大会と違って校内の先生方のみで行います。当日は，6 時間目に 3 年しらかば組の

授業を全職員で参観（密を避けるため一部の教員は別室から ZOOMで視聴）するため，3年しらかば組以

外の学級は5時間授業で下校とするなど，日課を一部変更します。ご理解のほど，よろしくお願いします。 

12月 13日（火）の日程 ※火曜日課 

5時間目終了 13：35 3年しらかば組以外の児童は下校 

6時間目開始 13：50 3年しらかば組研究授業 国語科「モチモチの木」 

6時間目終了 14：35 3年しらかば組児童下校 

研究協議開始 14：45～ 

※詳しくは，学年通信等で確認願います。 

 

 

 

 11月２日（木），次年度のＰＴＡ本部役員を選考する第 1回の選考委員会を開催する予

定でしたが，新型コロナ感染拡大防止のため，書面会議としました。選考委員は今年度の

ＰＴＡ本部役員の他，各部の部長（今年度も本部役員が兼務），各学年代表理事及びＰＴＡ

事務局員で構成されており，来年 1月20日までに新役員を選考し，2月の理事会で承認

を受けることになっています。 

 来年度，是非本部役員をやってみたいという方がおりましたら，選考委員に声を掛けていただくか，12

月に実施する「PTAアンケート」の中でその旨ご回答ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※先日マチコミでお伝えしたとおり，新型コロナ感染拡大防止のため，全校参観日は中止とさせていただきます。 

 １日（木）安全点検日 全校朝会       

 ２日（金）火曜日課 校務分掌会議 

 ６日（火）学年打合せ 

 ７日（水）全校参観日A⇒中止 通常日課 

 ８日（木）全校参観日B⇒中止 通常日課 

 ９日（金）さくら会活動 英検 ESG（6年） 

１３日（火）研修日（研究授業）学校教育指導訪問 

１５日（木）下校時巡回 おうまのおやこ４・５年 

２０日（火）貯金日 学年打合せ 

２１日（水）大掃除（～23日まで） 

２３日（金）2学期終業式 5時間授業 

      職員会議 

２４日（土）冬季休業開始 

   （～1/12 20日間） 


